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このプロジェクト研究です。本報告書では，その成果を 2 部構成でまとめました。第 1 部
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1．調査研究の目的  















 ○第 1回    5月 26日 今後の研究計画，関連研究の発表，接続期カリキュラムの 
分析の方向性（意見交換） 
 ○第 2回    9月 15日 無藤隆教授（白梅学園大学）の講話，接続期カリキュラム 
の分析（中間報告），関連研究の発表 
 ○第 3回    2月 1日  幼稚園試行調査（説明・意見交換），質の関連研究の発表 
＜平成 28年度＞ 
 ○第 4回    6月 1日  幼稚園試行調査結果概要報告，小学校試行調査説明， 
               海外指標の概要（説明・意見交換） 
 ○第 5回    9月 26日 幼小接続に関する先行研究発表，事例調査報告（高知市）， 
               幼児教育の質に関する先行研究発表，評価指標の考案に向 
けて（試行調査報告・意見交換） 







 本報告書は 2 部構成となっており，第 1 部では幼小接続期の育ち・学びに関する研究の
成果，第 2部では幼児教育の質に関する研究の成果を示している。 
 第 1 部では，まず第 1 章で国内外の幼小接続期に関する研究のレビューを行い，現時点
における幼小接続期に関する研究動向を確認した。第 1 節が国内の研究，第 2 節が海外の
研究を対象としている。 










 第 2 部においても，冒頭の第 1 章では国内外の幼児教育の質に関する研究のレビューを
行い，現時点における研究動向を確認した。第 1 節が国内の研究，第 2 節が海外の研究を
対象としていることも第 1部と同様である。 
 第 2 部第 2 章では，海外においても特に注目され，邦訳もされている幼児教育の質の評
価指標（評価スケール）である ECERS-3と SSTEWに焦点を当て，その内容を紹介すると
ともに，日本の幼児教育を対象にそれらの評価スケールで評定を行った結果を示した。第 1
節で ECERS-3 ，第 2節で SSTEWを取り上げている。 






 第 2部第 4章では，第 2章や第 3章で紹介した海外における評価指標の内容や，第 2章
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概  要 
 
 
第 1部 幼小接続期の育ち・学びに関する研究 
 
第 1章 先行研究のレビュー 


























第 2章 幼小接続期のカリキュラム 




小接続期カリキュラムは，平成 20-23年度に 51自治体，平成 24-27年度に 96自治体で作
成されていた。アプローチカリキュラムは 5 歳児 2 学期頃から始まり，スタートカリキュ
12 







第 2節 高知市における保幼小連携－「人をつなぐ・組織をつなぐ・教育をつなぐ」 




















第 3章 幼小接続期の育ち・学びを支える力を捉える手法の検討 

























第 3節 調査協力校園における幼小接続の実態と育ち・学びを支える力 
質問紙調査への協力校園での幼小接続に関する実態や要望等について整理した。幼小接
続期カリキュラムの有無は自治体等の取組によって異なっていたが，接続期カリキュラム








第 2部 幼児教育の質に関する研究 
 
第 1章 先行研究のレビュー 















第 2節 高知市における保幼小連携－「人をつなぐ・組織をつなぐ・教育をつなぐ」 
 









第 3章 幼小接続期の育ち・学びを支える力を捉える手法の検討 









































第 2章 ECERS-3と SSTEWの試行調査とその結果 



























第 3章 海外の指標等 
第 1節 保育の質評価スケール－SPARK，CLASS－ 
シンガポールの幼稚園の認証評価 SPARK と保育の質評価スケール QRS は，2011 年に
開発，2014年に改訂した。QRSは①リーダーシップ，②計画作成と管理運営，③教職員の






徴である。①情動的サポート，②クラスの構成，③指導的サポートの 3領域 10次元 42項
目から構成され，評定は 3 段階評価 7 点満点で，訓練された評価員によって評定される。
CLASSの枠組みは現職の専門性発達システムにも適用されており，参考になるだろう。 
 
第 2節 幼児教育の成果としての学びや発達の評価指標 
 
























－カリフォルニア州の DRDP(Desired Result Deveropmental Profile)－
 













第 2章 ECERS-3と SSTEWの試行調査とその結果 
































第 4章 幼児教育の質評価スケールの考案に向けて 
第 1節 ECERS-3，SSTEW等の結果を受けての評価スケールの検討 






































 本報告書は 2 部構成となっており，第 1 部では幼小接続期の育ち・学びに関する研究
の成果を示している。 
 第 1 部では，まず第 1 章で国内外の幼小接続期に関する研究のレビューを行い，現時
点における幼小接続期に関する研究動向を確認した。第 1 節が国内の研究，第 2 節が海
外の研究を対象としている。 


















第 4章 幼児教育の質評価スケールの考案に向けて 
第 1節 ECERS-3，SSTEW等の結果を受けての評価スケールの検討 





























第 1 章 先行研究のレビュー 






れる平成 9（1997）年以前には１本であったのに対して，平成 12（2000）年～平成 21（2009）
年は 43 本，『幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）』が出され
た平成 22（2010）年以降は 64 本と急激に増加していた。また，岩立（2012）の指摘と同







































表 1 幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領と中教審答申等の変遷 
1948（昭和 23 年 3 月） 「保育要領」刊行                  （※印は幼小接続が明記） 
1956（昭和 31 年 2 月） 「幼稚園教育要領」編集（刊行）(昭和 31 年 4 月実施)    
1964（昭和 39 年 3 月）  改訂「幼稚園教育要領」②告示（ 昭和 39 年 4 月施行）    
1965（昭和 40 年 8 月） 「保育所保育指針」通知・施行  
1971 『今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について』（中央教育審議会第一
次答申）
1989（平成元年 3 月）  改訂「幼稚園教育要領」③告示（平成 2 年 4 月施行）   
1990（平成 2 年 3 月）  改定「保育所保育指針」②通知（平成 2 年 4 月施行） 
1997 『時代の変化に対応した今後の幼稚園教育の在り方について－最終報告－』（中央教育審議会） 
1998（平成 10 年 12 月） 改訂「幼稚園教育要領」④告示（平成 12 年 4 月施行）※ 
1999（平成 11 年 3 月）  「保育所保育指針」③通知（平成 12 年 4 月施行） 
2008（平成 20 年 3 月）  改訂「幼稚園教育要領」⑤告示（平成 21 年 4 月施行）※ 
「保育所保育指針」④告示（平成 21 年 4 月施行）※ 
2010 『幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）』（幼児期の教育と小学校教育 
の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会会議）




















































稚園 125 園のうち, 小学校の 62.9%，幼稚園の 52.4%が幼小接続・連携に取り組んでいた。 
松嵜ら（2008）は全国の保育所の 1 割を無作為抽出して調査した結果, 1,115 箇所のうち
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第 1 章 先行研究のレビュー 









































Margetts & Phantudi(2013)は，南アフリカの経済的に恵まれていない地方の小学校 2










































































アメリカの Head Start に関連する研究として，Nix ら(2013)では，Head Start REDI 介
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第 2 章 幼小接続期のカリキュラム 
第 1 節 全国自治体調査の分析 
 
1．幼小接続に関する背景：幼小接続期カリキュラム作成への流れ 


















平成 29（2017）年 3 月に告示される次期幼稚園教育要領等と小学校学習指導要領に関し







































































たのは 51 自治体，平成 24-27 年度は 96 自治体であった。4 年間で幼小接続期カリキュラ











＊運動会前後の 9，10 月頃や年明けの 1 月頃から，就学を意識したアプローチカリキュ
ラムが始まる自治体が多い。5 歳児 4 月から長期的に位置付けている自治体もある。 
 
＜スタートカリキュラムの終了時期＞ 
＊4・5 月までの 1 か月程度，又は 7・8 月までの 1 学期間のカリキュラムを作成した




































 幼小接続期カリキュラムの時期として，アプローチカリキュラムは 5 歳児 2 学期頃から
始まり，スタートカリキュラムは 1 年生 1 学期の終わり頃までが多く見られた範囲である。




































































＜5 歳児事例「いっぱい跳んだ」＞ 2012 年 12 月 5 日（水）            
 保育者はナツコやコハル達を誘って大縄を始めた。ユウコ達も やってきて「郵便屋さ   
ん」等を楽しんでいた。「ゆうびんやさん ♪ごくろうさん♪はがきが 10 まいおちまし   
た。ひろってあげましょ♪いちまい，にまい，･･･じゅうまい，ありがとうさん」と歌い     
ながら跳ぶ。ユウコやアイコは引っかからずに何回跳べるか挑戦し，50 回前後跳ぶ。数    
える時は保育者と一緒にみんなで数える。一人ずつ増えていく跳び方にも挑戦した。 
記録者（小学校教員）考察：動かないものを数える時はゆっくり自分のペースで数えら   
れるが，縄跳びでは縄の動くペースで数えなければならない。数える動作に合わせて数え                  
ないといけないので、跳ぶリズムに合わせる必要があり，動かないものを数えるより難し  
い。「郵便屋さん」は歌に合わせるので，歌うことがそのまま数えることになる。何回跳ぶ
か挑戦する時は跳ぶリズムに合わせて 50 前後の数を数えることができていた。 
実践者（保育者）考察：長縄や個人縄はこの時期に毎年繰り返される遊びである。子ど    
も達は年長を見て憧れ，色々な歌に合わせて跳べたり，連続で跳べる回数が増えたりする  
ことが嬉しくてチャレンジしている。たくさん跳べた友だちがいるとその回数に追いつけ  
追い越せと挑戦したり，友だちが跳ぶのを応援したり，友だちが跳ぶ回数を数えながら   
「おしい！あと１回で 50 だったのに」と一緒にくやしがったりする。友だちと一緒にチ  
ャレンジすることで，自分のめあてを達成できた時のうれしさも倍になり，遊びの楽しさ  
につながっていく。 
＊育っているもの ＜確かな学力につながる基礎＞○学びの芽生え：動きを数える力  
         ＜体力・健康につながる基礎＞○健康・安全：用具を操作する力   
＊スタートカリキュラム 




算数編  第 1 学年 内容 A 数と計算 （1）イ個数や順番を正しく数えたり表したりす    
ること。 ウ 数の大小や順番を考えることによって，数の系列を作ったり，数直線の上   
に表したりすること。 
体育編  第 1 学年及び第 2 学年 内容 A 体つくり運動  イ多様な動きをつくる運動遊 


































































東京学芸大学「小 1 プロブレム研究推進プロジェクト」（代表 大伴潔）（2010）『平成 19 年












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 章 幼小接続期のカリキュラム 














高知市内には公立幼稚園 1，私立幼稚園/認定こども園 20，公立保育所 27，民営保育所/











土佐っ子【保・幼・小連携】プログラム』（平成 25 年 1 月）である。この中で「人をつな
ぐ，組織をつなぐ，教育をつなぐ」の三つのアプローチを決定し提案した。 
次に行ったのは，「土台（活用可能な強み）のあるところから先進事例を抽出しよう，3 指
針のどこから取り組んでも OK としよう」ということで，成果の見込めそうな 8 か所を「推
進地区」に選定（その後，平成 27 年度には 12 地区，28 年度には 16 地区にまで拡大），各
地区では「これならできそう」，「ここから始めてみたい」，「やってみたらこんないいことが」
という姿を示してもらうことにした。以上の先進事例は『アプローチカリキュラム・スター
トカリキュラム事例集』（改訂版平成 27 年 2 月）に収録され，活用されている。着手の類













てもらう，見えるところに り出してもらうなど）。このような当初 2 年間の取組で，指針・
事例・評価のひな型ができたことで，市全体として幼小接続カリキュラムに取り組める状況

















するのは身近なところから着手できる「年 3 回交流」である。（例：1 回目：園児が小学校















○園内研修に 1 年担任が参加; 
○園の先生が小学校の公開授業を参観（小学校での学びや卒園生の様子を把握）; 



















である。以上は『保・幼・小連携でのびる子どもたち』（平成 28 年 3 月）パンフにまとめ








     















第 2 章 幼小接続期のカリキュラム 




































写真 1 伝えることを可視化 










































写真 6 司書さんから借りた 
写真 3 自由遊び 
















算数では，5 本ずつ積み木を持ってじゃんけんを繰り返し，勝ったら相手から 1 本もらえ























ことができた。            （益田正子） 
写真 7 どうぞよろしく 
写真 8 どちらがながい









































































つるみっこ なんていおうかな あさのはなしを パンやさんになろう
　　　たんけんたい 　　　　　　　しよう
・教室に入る時 　「朝」 ・いろいろなパン
・たんけんの約束 ・あいさつ ・絵を見て話そう 　をつくろう
・学校たんけん
おいしい給食 つるみっこ 校歌を歌おう カラスのパン屋さんパンやさんになろう
　　　たんけんたい
・給食の準備　 ・たんけんでみつ ・わらべうた ・読み聞かせ ・いくつできたかな
・片付けの仕方 　けたものをカー ・言葉遊び　　 学活 2
　ドにかく
　
カルタで遊ぼう カルタで遊ぼう はないちもんめ カラスのパン屋さん どんなお話かな

















































エビカニクス 　　　たんけんたい どんなお話かな うたにあわせて なんていおうかな
　　　　あいうえお
パンを届けよう ・自分のめあてに ・お話会 ・言葉のまとまり ・場面ごとの言い
　　　　　　　リレー 　従ってたんけん 　区切って読む 　方を考える
　する。 （かながわこどもひろば）
　　ひらがな（う） 　　ひらがな（い）
おだんごやさんに たんけんのはなし 長いヘビを作ろう みんなでうたおう ボーリングで
　　　　　　　　なろう 　　　　　をしよう 　　　　遊ぼう
・10までの数 ・長さ比べ ・さんぽ 　・いくつといくつ
・仲間作り ・見つけたこと ・じゃんけんれっしゃ 学活 2/3
・出会った人 10までの数の構成
　
つるみっこ たんけんのこえ 口のかたちに気 パンやさんに カルタあそびを
　　たんけんたい 　きょうしつのこえ 　をつけてよもう 　　　　　　なろう 　　　　　　　しよう
・自分のめあてに ・こえのおおきさ ・うたにあわせて パン玉の数 ・ことばあつめ



















































































































第 3 章 幼小接続期の育ち・学びを支える力を捉える手法の検討 





































対象  ：【27 年度】5 歳児の学級担任の保育者 10 名と幼児の保護者 264 名。 
対象幼児 264 名（男児 124 名，女児 108 名，未回収・非承諾 32 名）。 
     【28 年度】1 年生の学級担任の教師 27 名と児童の保護者 808 名。 




協力校園：【27 年度】関東・関西・四国の 5 園（国立 3 園，公立 1 園，私立 1 園）。 
【28 年度】関東・関西・四国の 13 校（国立 3 校，公立 10 校）。 
（5 園を卒園し入学した先の小学校の一部） 
調査時期：【27 年度】2016 年 2 月下旬～3 月上旬（保護者），3 月下旬（担任保育者）。 
【28 年度】2016 年 7 月（保護者），7・8 月（担任教師）。 
調査方法：保育者・教師と保護者を対象とした質問紙を，協力校園へ送付し，配布・回収を依
頼した。 
1）5 歳児担任保育者（27 年度）1 年生担任教師（28 年度）対象の調査 
5 歳児，1 年生の児童について，育ち・学びを支える力を捉える質問紙への回答を求めた。 
2）保護者対象の調査（27 年度，28 年度） 
  育ち・学びを支える力に関する質問紙のほか，家庭教育状況，読書環境，子育てへの考え 
方等を加えた質問紙を配布・回収した。 
倫理的配慮：本調査は調査方法やデータの取扱い等について細心の注意を払い，2016 年 6 月
に国立教育政策研究所の倫理審査を受けている。 
なお，平成 27 年度調査において，保育者調査は 264 部（100%）回収した。保護者調査は 240
部回収し，調査への承諾が得られ回答されていたものは 232 部（87.9%）であった。 
平成 28 年度調査では，教師調査は 737 部（91.2%）回収した。保護者調査は 689 部回収し，
調査への承諾が得られ回答されていたものは 670 部（82.9%）だった。 
 
表 1 調査対象者数と回答数（幼稚園） 









回答率   
1  58 58 0 100.0% 
 
2  49 49 0 100.0% 
3  48 48 0 100.0% 
4  53 32 8 60.4% 
5  56 45 0 80.4% 
合計  264 232 8 87.9% (回答率)  264 240 90.9% (回収率) 
 
    表 2  調査対象者数と回答数（小学校）  







1E 68 68 100.0% 68 0 100.0% 2 
2E 69 69 100.0% 69 0 100.0% 2 
3E 102 102 100.0% 102 0 100.0% 3 
4E 94 102 92.2% 77 4 75.5% 3 
5E 114 114 100.0% 104 8 91.2% 4 
6E 49 49 100.0% 38 0 77.6% 2 
7E 51 83 61.4% 45 2 54.2% 3 
8E 40 40 100.0% 35 0 87.5% 2 
9E 95 125 76.0% 91 2 72.8% 4 
10E 55 56 98.2% 41 3 73.2% 2 





（1）分析 1 幼稚園・小学校の保護者調査，保育者・教師調査の単純集計結果   
1）子供の基礎情報 
保護者調査に関して，回答の不備等を確認し，幼稚園では 232 名，小学校では 663 名を分析
対象とした。単純集計での子供の性別は，幼稚園で男児 122 名(52.6%)，女児 110(47.4%)であ
り，小学校で男児 336 名(50.7%)，女児 327 名(49.3%)であった。 
 
表 3 子供の誕生年・月の内訳人数(%) 
 
図 1 就園状況(小学校の保護者データのみ。幼稚園での調査は全て幼稚園) 










保護者の平均年齢は，幼稚園で父親 41.8 歳(範囲 31-63 歳)，母親 39.7 歳(範囲 29-51 歳)であ
り，小学校で父親 41.7 歳(範囲 27-62 歳)，母親 39.7 歳(範囲 27-52 歳)であった。最終学歴，職
業形態，教育費の結果は以下のとおりである。 
 





0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
幼稚園 保育所 認定こども園 その他施設 通っていない
2.9 6.1 23.0 68.0 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
週1~2日 週3~4日 毎日 利用していない
中学校 高等学校 専門学校 高等専門 短期大学 四年制大学 大学院 その他
幼稚園 父親 2(0.9) 23(10.3) 17(7.6) 3(1.3) 1  (0.4) 111(49.6) 63(28.1) 4(1.8)
⺟親 0(0.0) 13  (5.8) 22(9.8) 2(0.9) 53(23.6) 111(49.3) 22  (9.8) 2(0.9)
小学校 父親 6(1.0) 48  (7.8) 42(6.8) 18(2.9) 5  (0.8) 310(50.5) 184(30.0) 1(0.2)
⺟親 1(0.2) 48  (7.6) 60(9.5) 8(1.3) 134(21.3) 278(44.1) 97(15.4) 4(0.6)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
幼稚園 25(11.0) 23(10.1) 16(7.0) 17(7.5) 19(8.3) 17(7.5) 16(7.0) 19(8.3) 17(7.5) 15(6.6) 25(11.0) 18(7.9) 228




表 5 職業形態の内訳人数(%) 
 


















幼稚園 父親 180(81.1) 1(0.5) 1(0.5) 4(14.9) 0  (0.0) 0(0.0) 7(3.2)
⺟親 22  (9.8) 3(1.4) 21(9.3) 22  (9.8) 146(64.9) 5(2.2) 6(2.7)
小学校 父親 496(80.1) 4(0.6) 3  (0.5) 88(14.2) 1  (0.2) 0(0.0) 27(4.4)
















幼稚園 15(6.6) 6(2.6) 29(12.7) 33(14.5) 43(18.9) 17  (7.5) 18(7.9) 16(7.0) 11(4.8) 40(17.5)













































表 8 「子供の学習態度と学校との関係・適応」の質問項目と平均得点 




表 9 保護者の現在の満足度の人数内訳(%) 
 9 割以上の保護者は，現在の生活や子供の成長ぶり，園・学校の取組指導に満足していた。
園への満足度は，修了時期であることもあり，「とても満足している」が約 6 割と高かった。 
とても満足している まあ満足している あまり満足していない 全く満足していない
幼稚園 96(41.6) 117(50.6) 16(6.9) 2(0.9)
小学校 245(36.8) 373(56.0) 37(5.6) 11(1.7)
幼稚園 115(49.8) 110(47.6) 5(2.2) 1(0.4)
小学校 306(45.9) 335(50.3) 21(3.2) 4(0.6)
幼稚園 140(60.6) 83(35.9) 5(2.2) 3(1.3)
















































図 4 大人が日頃読み聞かせをする頻度 
表 10 読み聞かせを始めた時期の内訳人数(%) 
 
 
図 5 子供が一人で読書する頻度 







図 6 小学校生活に慣れてきたと感じられた時期 
 保護者が子供の小学校生活への慣れを感じるのは，5 月連休明けの 5 月頃が最も多く，6 月












0% 20% 40% 60% 80% 100%
小学校保護者
幼稚園保護者
ほとんどない 月に1~3日 週に1~2日 週に3~4日 ほとんど毎日
妊娠中 生後すぐ〜6か月
7か月〜
1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳
幼稚園 22(9.6) 94(41.0) 69(30.1) 29(12.7) 11(4.8) 1(0.4) 3(1.3) 0(0.0)











0% 20% 40% 60% 80% 100%
小学校保護者
幼稚園保護者
ほとんどない 月に1~3日 週に1~2日 週に3~4日 ほとんど毎日
ほとんどない 10冊以下 約20冊 約50冊 約100冊 約200冊 約300冊 400冊以上
幼稚園 0(0.0) 12(5.2) 34(14.8) 71(31.0) 58(25.3) 28(12.2) 17(7.4) 9(3.9)
小学校 6(0.9) 34(5.2) 95(14.4) 222(33.7) 142(21.5) 85(12.9) 39(5.9) 36(5.5)
25.7 40.6 26.6 2.8 4.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%























慮して項目の削除や追加を繰り返した結果，4 因子が妥当であると考えられた。その 4 因子に
ついて保護者，保育者ごとに α係数を算出し，信頼性について検証したところ，おおむね α=.80
程度の値が得られ，十分高い値であった。これらより，「好奇心」「自己主張」「粘り強さ」「自
己調整」の 4 因子が抽出された（表 12）。 
表 12 育ち・学びを支える力の因子分析結果（幼稚園調査：保育者と保護者） 
第1因子：好奇心（α=.85）
.91 -.17 -.13 .14 .05 .02 .65 -.04
.89 -.10 -.01 -.10 .00 -.05 .84 -.10
.82 -.13 .09 -.09 -.06 -.12 .96 -.05
.62 .05 -.02 .12 .05 -.07 .60 .17
.52 .10 .20 -.11 .19 .25 .37 -.09
第2因子：自己主張（α=.87）
-.21 .89 -.08 .11 -.12 .77 -.11 .14
-.09 .84 -.04 -.07 -.07 .95 -.15 -.21
-.14 .84 .11 -.09 .06 .55 .00 .13
.30 .61 .00 -.08 .07 .57 .21 -.17
.26 .42 .10 .06 .05 .69 -.04 .05
.24 .40 .13 .20 .26 .42 .14 .03
第3因子：粘り強さ（α=.85）
.04 -.01 .75 .03 .89 -.12 -.04 .05
-.06 -.15 .70 .17 .81 -.05 -.03 -.01
-.03 .04 .68 .12 .83 .00 .02 .01
.05 .19 .67 -.17 .62 .29 -.05 -.03
.03 -.08 .61 .14 .54 -.03 .02 .03
.05 .14 .60 -.07 .63 -.01 .13 -.02
第4因子：自己調整（α=.83）
.10 .08 -.11 .80 -.08 .09 .18 .57
.06 .25 -.08 .78 .02 .10 .16 .60
-.15 -.34 .21 .71 .33 -.10 -.09 .50
-.07 -.07 .16 .65 .01 -.13 -.20 .82
.07 .27 .02 .49 -.13 .38 .15 .41
因子相関 因子相関
好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整 好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整
好奇心 - -
自己主張 .60 - .63 -
粘り強さ .52 .46 - .63 .54 -
自己調整 .34 .39 .54 - .55 .53 .50 -
Q1-6  友達と対立した時には，自分の考えを変えるなどして折り合いを つける
Q2-11 友達が困っているときや泣いているとき，なぐさめたり手伝ったり する
Q1-2 遊びや活動に集中して，持続的に取り組む



























まりが良いかを確認するために，信頼性分析を実施した。その結果，表 13 に示すように α 係
数が.80 前後のものが多く，当てはまりがよいことが明らかとなった。念のため，児童対象の
小学校データでも，幼稚園データと同じ項目数で最尤法・プロマックス回転を実施した（表 14）。
多少項目の入れ替わりはあるものの，おおむね同じ構造の 4 因子が抽出された。 
表 13  α係数一覧 
 
表 14 育ち・学びを支える力の因子分析結果（小学校調査：教師と保護者） 
  
「育ち・学びを支える力」の因子構造について「好奇心」「自己主張」「粘り強さ」「自己調整」




 表 15 に示すように，「協同性」は，以下の 5 項目を当初想定した。しかし，幼児を対象とし
た分析では，「みんなで何かをやり遂げようとするとき，積極的に話し合いに参加する」の項目
が「自己主張」の因子としてまとまりが良いことが明らかとなった。そこで，今回「協同性」
の項目を検討する際，残りの 4 項目でα係数を算出し， 一つの因子として考えられるかを検
討した。検討の手順として，幼児の保護者評定，保育者評定，児童の保護者評定，教師評定の
保育者 保護者 教師 保護者
好奇心 0.85 0.83 0.88 0.84
自己主張 0.87 0.82 0.86 0.79
粘り強さ 0.85 0.87 0.89 0.85
自己調整 0.83 0.78 0.81 0.74
幼稚園幼児対象 小学校児童対象
好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整 好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整
.50 .23 .04 .06 .59 .09 .09 -.03
.93 -.02 -.07 -.02 .85 -.12 -.02 -.04
.84 -.01 -.07 .04 .85 -.09 -.04 -.01
.67 .07 .12 -.02 .58 .03 -.04 .23
.39 .24 .13 .04 .66 .03 .04 -.04
.05 .64 -.14 .17 -.07 .67 -.12 .20
-.09 .89 -.21 .02 -.18 .79 .01 -.12
-.05 .74 -.06 .10 -.02 .52 .04 .07
.10 .74 -.08 -.08 .20 .64 -.01 -.26
.02 .61 .12 -.06 .06 .41 .15 .10
.03 .53 .14 .13 .09 .39 .13 .22
-.06 .23 .76 -.05 -.09 -.01 .93 -.04
-.03 .01 .92 -.10 .07 -.04 .72 -.08
.04 .06 .75 .03 -.03 .02 .75 .09
.20 .48 .23 -.19 .05 .20 .49 -.03
.03 -.12 .71 .12 .02 -.02 .62 .07
.03 .28 .47 .04 .16 .08 .43 .07
-.03 .11 .01 .75 -.06 .03 .17 .54
.08 -.04 .07 .77 .00 .02 -.07 .81
-.01 -.39 .71 .19 -.03 -.16 .34 .33
-.01 -.04 .35 .48 .16 -.06 -.20 .61
-.05 .31 .11 .40 -.08 -.01 .17 .64
因子相関 因子相関
好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整 好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整
好奇心 - -
自己主張 .75 - .55 -
粘り強さ .67 .61 - .60 .53 -
自己調整 .47 .49 .64 - .51 .54 .59 -
Q1-7  人の話が終わるまで静かに聞くことができる
Q1-6  友達と対立した時には，自分の考えを変えるなどして折り合いを つける
Q2-11 友達が困っているときや泣いているとき，なぐさめたり手伝ったり する
Q1-2 授業や活動に集中して，持続的に取り組む

























それぞれについて，α係数を算出して検討を行った。その結果，表 16 に示すように，平均して 




学びを支える力」の各因子の質問項目と平均得点は，表 17 のとおりである。 
 
表 15 「育ち・学びを支える力」の「協同性」項目（案） 
 
表 16 「協同性」に関するα係数一覧 
 
表 17 子供の「育ち・学びを支える力」各因子の質問項目（案）と平均得点 
 
保育者 保護者 教師 保護者

















3.37 3.28 3.03 2.98
Q2-17　自分でやりたいことを考え，色々と工夫して作ったり達成したりする 3.40 3.26 3.28 3.00
Q2-13　自然の素材や現象を取り入れて遊んだり，考えたことを色々な方法で試
したり確かめたりする
3.17 3.04 2.97 2.85
Q2-20　他の意見に触れて，自分なりに振り返ったり，新しい考えを生み出した
りする
3.00 2.92 3.06 2.85
Q2-19　身近なものの特性に気づいて生かしたり，物事の法則性・規則性を見つ
け出したりする
3.03 2.90 2.94 2.79
Q2-2　友達を遊びに誘ったり，遊びに加わったりすることができる 3.37 3.27 3.28 3.06
Q2-4　友達から嫌なことをされたら，「いや」「やめて」などと言える 3.29 3.18 3.16 3.03
Q2-3　困ったときには，周りの人に助けを求めることができる 3.16 3.10 3.11 2.94
Q2-16　みんなで何かをやり遂げようとするとき，積極的に話し合いに参加する 3.07 3.00 2.92 2.94
Q2-5　みんなの前で，自分の考えを話したり発表したりすることができる 3.05 2.98 3.10 2.93
Q2-8　友達と意見が違っても，自分の考えを主張することができる 3.01 2.89 3.08 3.06
Q1-2 遊びや活動に集中して，持続的に取り組む 3.32 3.08 3.10 2.94
Q1-19  憧れや「こうしたい」という目標に向かって，熱心に取り組むことがで
きる
3.16 3.01 3.20 3.08
Q1-5  物事をあきらめずに，挑戦することができる 3.03 2.94 3.05 3.05
Q1-10  一度始めたことは最後までやり遂げる 2.95 2.92 3.05 3.09
Q1-15  すぐにはうまくいかないことでも，粘り強く取り組んでがんばることが
できる
2.91 2.88 3.02 3.04
Q1-12  いろいろなことに対して，自信を持って取り組める 2.92 2.87 2.90 2.84
Q2-11　友達が困っているときや泣いているとき，なぐさめたり手伝ったりする 3.25 3.25 3.29 3.15
Q2-9　友達とけんかをしても，自分から謝るなどして仲直りできる 3.06 2.99 3.02 2.99
Q1-7  人の話が終わるまで静かに聞くことができる 3.00 2.97 3.11 3.07
Q1-6  友達と対立した時には，自分の考えを変えるなどして折り合いをつける 2.90 2.90 2.89 2.88
Q2-10　何かトラブルが起きたとき，自分のことだけでなく，友達のことも考え
て解決しようと努力する
2.93 2.85 2.98 2.87
Q2-12　園やクラスのために必要な役割や当番を，責任をもって果たすことがで
きる
3.35 3.33 3.28 3.21
Q2-14　遊びや活動で，友達と力を合わせることができる 3.46 3.26 3.31 3.10
Q2-18　共通の目的に向かって役割を分担し，みんなと一緒にやり遂げようとす
る
3.28 3.12 3.11 3.05
Q2-15　人に自分の考えや気持ちを伝えたり，相手の意見を聞いたりすることが
できる















モデル指標：χ2＝8.90，df =10，n.s.;  GFI=.99, AGFI=.95, CFI= 1.0, AIC= 98.90, RMR= 23.97, RMSEA=.00 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 















3.19 3.16 3.05 3.03 3.32 3.08 3.07 2.95 2.99 3.20 
3.05 3.11 3.05 3.06 3.20 





好奇心 自己主張 粘り強さ 自己調整 協同性
(点)
















モデル指標：χ2＝11.90，df =8，n.s.;  GFI=.90, AGFI=.939 CFI=.99, AIC=105.90, RMR=.33.92, RMSEA=.05 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 
図 9 保育者評定の「育ち・学びを支える力」と幼稚園保護者評定の「学び・生活の力」 
との関係のパス図 
 


















モデル指標：χ2＝ 20.06，df =8，p <.05;  GFI=.99, AGFI=.96, CFI= 1.0, AIC=114.06, RMR=.06, RMSEA=.05 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 

































前をひらがなで書ける」などの内容であるため，1 年生 1 学期の頃はまだ「粘り強さ」と余り
関連しないのかもしれない。 
モデル指標：χ2＝11.90，df =5, p <.05;  GFI= 1.0, AGFI=.96, CFI=1.0, AIC=111.90 RMR=.03, RMSEA=.05 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 


























モデル指標：χ2= 26.39，df =26, n.s. ; GFI=.97, AGFI= .94, CFI=1.00, AIC= 84.39, RMR=2.15, RMSEA=.10 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 

























モデル指標：χ2＝24.62，df =17，n.s.; GFI=.98, AGFI= .93, CFI=.99, AIC= 100.62, RMR=.55, RMSEA=.47 
注：有意なパス（実線），有意傾向のパス（点線）のみ記載。 

































 方法として，保護者が評定した本に関する 5 項目を，人数が同じ程度になるよう 2 群（読み
聞かせの頻度の多い群・少ない群）に分け，その 2 群で「育ち・学びを支える力」の得点差が
見られるかを，各因子・幼稚園と小学校の保護者ごとに検討を行った。分け方の基準は， 例え
ば幼稚園の幼児データで 5 件法のうち，1 と 2 の項目の回答者が全体の 50%程度になると確認
できた場合，小学校の児童データでも同じ傾向かを確認し，おおよそ同じであれば，1 と 2 の
項目の回答者を 1 群と見なしてグループ化した。 
 なお，保育者が評定した「育ち・学びを支える力」の得点差を検討する際は，幼児の保護者




表 18 読み聞かせの頻度と「育ち・学びを支える力」の得点差 
  ※グレーのセルが，有意に得点が高いセルである。 
まず，読み聞かせの頻度の多さによって，2 群に分け，「育ち・学びを支える力」の各因子の











読み聞かせ頻度 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=135) 16.40 2.71 3.28
週に１・２⽇以下 (ｎ=93) 15.33 2.18 3.07
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=135) 19.27 2.88 3.21
週に１・２⽇以下 (ｎ=92) 18.54 2.71 3.09
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=130) 18.68 3.44 3.11
週に１・２⽇以下 (ｎ=92) 17.64 2.93 2.94
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=134) 15.37 2.41 3.07
週に１・２⽇以下 (ｎ=94) 14.83 2.30 2.97
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=135) 13.54 1.85 3.39
週に１・２⽇以下 (ｎ=92) 12.87 1.77 3.22
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=278) 15.95 2.58 3.19
週に１・２⽇以下 (ｎ=371) 14.98 2.61 3.00
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=276) 18.92 2.86 3.15
週に１・２⽇以下 (ｎ=373) 18.08 2.65 3.01
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=272) 18.30 3.14 3.05
週に１・２⽇以下 (ｎ=371) 17.30 3.01 2.88
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=274) 15.26 2.38 3.05
週に１・２⽇以下 (ｎ=371) 14.72 2.18 2.94
ほとんど毎⽇〜週に３・４⽇以上 (ｎ=277) 13.08 1.85 3.27
週に１・２⽇以下 (ｎ=372) 12.58 1.83 3.15
小学校保護者
好奇心 t  (647) = 4.70, p  <.001
自己主張 t  (567.03) = 3.84, p  <.001
粘り強さ t  (641) = 4.08, p  <.001
自己調整 t  (558.41) = 2.94, p <.01
協同性 t  (647) = 3.42, p  <.01
幼稚園保護者
好奇心 t  (220.60) = 3.16, p <.01
自己主張 t  (228) = 2.08, p  <.10
粘り強さ t  (220) = 2.37, p  <.05
自己調整 t (226) = 1.68, ｎ.s.
協同性 t  (225) = 2.23, p  <.01
90
 
表 19 一人で本を読む頻度と「育ち・学びを支える力」の得点差 








表 20 家庭の蔵書数と「育ち・学びを支える力」の得点差 
 
                    ※グレーのセルが，有意に得点が高いセルである。 
家庭の蔵書数が「育ち・学びを支える力」の各因子の得点に与える影響について検討した（表
20）。「蔵書数 50 冊以下の群」「100 冊以上の群」とで分けて分析した結果，小学校保護者評定
の蔵書「100 冊以上」の群では，全ての「育ち・学びを支える力」の得点が有意に高いことが
分かった。一方，幼稚園保護者の評定では，蔵書数による得点の有意差は，「好奇心」で有意傾
蔵書数 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値
約50冊くらいまで(ｎ=115) 15.68 2.70 3.14
100冊以上(ｎ=112) 16.28 2.38 3.26
約50冊くらいまで(ｎ=115) 18.70 2.79 3.12
100冊以上(ｎ=111) 19.27 2.86 3.21
約50冊くらいまで(ｎ=114) 17.91 3.34 2.99
100冊以上(ｎ=107) 18.63 3.18 3.11
約50冊くらいまで(ｎ=116) 14.93 2.21 2.99
100冊以上(ｎ=111) 15.37 2.54 3.07
約50冊くらいまで(ｎ=115) 13.17 1.76 3.29
100冊以上(ｎ=111) 13.38 1.94 3.35
約50冊くらいまで(ｎ=350) 15.00 2.60 3.00
100冊以上(ｎ=298) 15.90 2.60 3.18
約50冊くらいまで(ｎ=352) 18.21 2.73 3.03
100冊以上(ｎ=296) 18.68 2.81 3.11
約50冊くらいまで(ｎ=350) 17.25 3.10 2.87
100冊以上(ｎ=291) 18.30 3.00 3.05
約50冊くらいまで(ｎ=348) 14.71 2.28 2.94
100冊以上(ｎ=295) 15.23 2.27 3.05
約50冊くらいまで(ｎ=350) 12.62 1.86 3.16
100冊以上(ｎ=298) 12.98 1.86 3.25
幼稚園保護者
好奇心 t  (225) = 1.77, p  <.10
自己主張 t (224) = 1.50, ｎ.s.
粘り強さ t (219) = 1.62, ｎ.s.
自己調整 t (225) = 1.39, ｎ.s.
協同性 t (224) = 0.83, ｎ.s.
小学校保護者
好奇心 t  (646) = 4.39, p  <.001
自己主張 t  (646) = 2.18, p  < .05
粘り強さ t  (639) = 4.35, p  < .001
自己調整 t  (641) = 2.89, p  <.001
協同性 t  (646) = 2.48, p <.05
一人で本を読む頻度 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値
ほとんど毎⽇(ｎ=104) 16.45 2.53 3.29
週に３・４⽇以下(ｎ=107) 15.52 2.49 3.10
ほとんど毎⽇(ｎ=104) 19.43 2.60 3.24
週に３・４⽇以下(ｎ=106) 18.48 2.93 3.08
ほとんど毎⽇(ｎ=101) 19.03 2.96 3.17
週に３・４⽇以下(ｎ=104) 17.72 3.30 2.95
ほとんど毎⽇(ｎ=104) 15.61 2.37 3.12
週に３・４⽇以下(ｎ=107) 14.72 2.26 2.94
ほとんど毎⽇(ｎ=103) 13.58 1.83 3.40
週に３・４⽇以下(ｎ=107) 12.92 1.84 3.23
ほとんど毎⽇(ｎ=327) 15.91 2.58 3.18
週に３・４⽇以下(ｎ=323) 14.88 2.61 2.98
ほとんど毎⽇(ｎ=326) 18.75 2.80 3.75
週に３・４⽇以下(ｎ=324) 18.10 2.71 3.62
ほとんど毎⽇(ｎ=320) 18.36 3.07 3.67
週に３・４⽇以下(ｎ=324) 17.07 3.01 3.41
ほとんど毎⽇(ｎ=322) 15.32 2.22 3.06
週に３・４⽇以下(ｎ=324) 14.58 2.28 2.92
ほとんど毎⽇(ｎ=327) 13.03 1.88 2.61
週に３・４⽇以下(ｎ=323) 12.55 1.82 2.51
幼稚園保護者
好奇心 t  (209) = 2.69, p  <.01
自己主張 t  (208) = 2.49 p  < .05
粘り強さ t  (203) = 2.98, p  < .01
自己調整 t  (209) = 2.78, p  <.01
協同性 t  (208) = 2.63, p  <.01
小学校保護者
好奇心 t  (648) = 5.06, p  <.001
自己主張 t  (648) = 3.02, p  < .001
粘り強さ t  (642) = 5.38, p  < .001
自己調整 t  (644) = 4.19, p  <.001














表 21 小学校での学習や適応に関する項目の因子分析の結果 
 小学校調査から得られた，小学校での学習や適応に関する項目について因子分析を行い，ま
とまりが良いかを確認した。最尤法，プロマックス回転で分析を行った結果，共通性の低さか
ら「偏食や少食など，給食に心配事がある」の 1 項目を除いた 16 項目が，2 因子 8 項目ずつ











































表 23 小学校保護者が評定した「学校との関係・適応」と「育ち・学びを支える力」 








の 2 群に分けて，t 検定を行った。 
 
学習態度 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値 多重比較(5%水準)
低群(ｎ=232) 13.85 2.40 2.77
中群(ｎ=208) 14.63 2.57 2.93
高群(ｎ=207) 15.32 2.39 3.06
低群(ｎ=232) 17.42 2.52 2.90
中群(ｎ=209) 18.18 2.85 3.03
高群(ｎ=207) 18.60 2.92 3.10
低群(ｎ=230) 17.20 2.72 2.87
中群(ｎ=208) 18.35 3.01 3.06
高群(ｎ=206) 19.16 2.74 3.19
低群(ｎ=232) 16.66 2.05 3.33
中群(ｎ=208) 15.15 1.90 3.03
高群(ｎ=206) 13.32 1.97 2.66
低群(ｎ=232) 11.93 1.89 2.98
中群(ｎ=209) 12.48 2.02 3.12






F (2, 644) =  19.62, p <.001, 偏ߟଶ= .06
F (2, 645) = 10.33, p <.001, 偏ߟଶ= .03
F (2, 641) = 26.55, p <.001, 偏ߟଶ= .08
F (2, 643 = 11.92, p <.001, 偏ߟଶ= .04
F (2, 645) = 14.15, p <.001, 偏ߟଶ= .04
学校との関係・適応 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値 多重比較(5%水準)
低群(ｎ=309) 14.01 2.48 2.80
中群(ｎ=195) 14.90 2.53 2.98
高群(ｎ=143) 15.33 2.33 3.07
低群(ｎ=309) 17.59 2.72 2.93
中群(ｎ=196) 18.25 2.60 3.04
高群(ｎ=143) 18.73 3.04 3.12
低群(ｎ=307) 17.45 2.82 2.91
中群(ｎ=195) 18.62 2.99 3.10
高群(ｎ=142) 19.24 2.65 3.21
低群(ｎ=309) 14.61 2.38 2.92
中群(ｎ=194) 15.38 2.39 3.08
高群(ｎ=143) 15.60 2.42 3.12
低群(ｎ=309) 12.05 1.95 3.01
中群(ｎ=196) 12.60 1.87 3.15






F (2, 644) =  16.56, p <.001, 偏ߟଶ= .05
F (2, 645) = 10.33, p <.001, 偏ߟଶ= .03
F (2, 641) = 22.33, p <.001, 偏ߟଶ= .07
F (2, 643 = 10.93, p <.001, 偏ߟଶ= .03
F (2, 645) = 11.67 p <.001, 偏ߟଶ= .04
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表 26 「教師との関係」と「育ち・学びを支える力」との関連 
  
適応・学習 平均値 標準偏差 １項目あたりの平均値
好奇心 低群(ｎ=329) 13.38 2.13 2.68
高群(ｎ=401) 15.37 2.40 3.07
自己主張 低群(ｎ=330) 16.75 2.12 2.79
高群(ｎ=402) 18.95 2.86 3.16
粘り強さ 低群(ｎ=330) 16.49 2.40 2.75
高群(ｎ=397) 19.37 2.70 3.23
自己調整 低群(ｎ=330) 13.92 2.01 2.78
高群(ｎ=400) 15.82 2.36 3.16
協同性 低群(ｎ=330) 11.43 1.59 2.86
高群(ｎ=402) 13.10 1.77 3.27
t (728)=11.73, p <.001
t (722.83)=31.13, p <.001
t (721.41)=15.22, p <.001
t (727.32)=11.77, p <.001
t (723.86)= 13.37, p  <.001
教師との関係 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値 多重比較
低群(ｎ=249) 13.60 2.16 2.72
中群(ｎ=244) 14.13 2.01 2.83
高群(ｎ=235) 15.74 2.75 3.15
低群(ｎ=249) 16.89 2.04 2.82
中群(ｎ=246) 17.46 2.34 2.91
高群(ｎ=235) 19.63 3.11 3.27
低群(ｎ=247) 16.49 2.41 2.75
中群(ｎ=244) 18.11 2.28 3.02
高群(ｎ=234) 19.69 3.17 3.28
低群(ｎ=250) 13.79 2.00 2.76
中群(ｎ=246) 14.63 2.02 2.93
高群(ｎ=233) 16.58 2.30 3.32
低群(ｎ=249) 11.29 1.61 2.82
中群(ｎ=247) 12.17 1.34 3.04






F (2, 725) = 55.42, p <.001, 偏ߟଶ= .13
F (2, 727) = 78.38, p <.001, 偏ߟଶ= .18
F (2, 722) = 88.66, p <.001, 偏ߟଶ= .20
F (2, 726) = 109.97 p <.001, 偏ߟଶ= .23















向」について測定していた 5 項目（表 27）の合計得点を算出し，これまでの群分けの手続と同
様に行い，得点の低群・中群・高群の 3 群に分けて一要因の分散分析を行った。 
 
表 27 「多動傾向」に関する項目 
 










多動傾向 平均値 標準偏差 1項目あたりの平均値 多重比較(5%水準)
低群(ｎ=248) 15.74 2.75 3.15
中群(ｎ=178) 14.13 2.01 2.83
高群(ｎ=221) 13.60 2.16 2.72
低群(ｎ=248) 18.84 2.81 3.14
中群(ｎ=179) 18.40 2.63 3.07
高群(ｎ=222) 17.95 2.74 2.99
低群(ｎ=248) 19.03 2.94 3.17
中群(ｎ=177) 17.74 2.61 2.96
高群(ｎ=219) 16.16 2.95 2.69
低群(ｎ=244) 16.13 2.00 3.23
中群(ｎ=179) 15.02 1.80 3.23
高群(ｎ=223) 13.60 2.20 3.00
低群(ｎ=247) 13.60 1.78 3.40
中群(ｎ=179) 12.63 1.49 3.16
高群(ｎ=222) 11.99 1.83 3.00
低群(ｎ=223) 15.34 2.59 3.07
中群(ｎ=247) 14.49 2.39 2.90
高群(ｎ=252) 13.72 2.18 2.74
低群(ｎ=224) 18.50 3.23 3.08
中群(ｎ=249) 18.15 2.73 3.03
高群(ｎ=251) 17.33 2.20 2.89
低群(ｎ=225) 19.78 2.75 3.30
中群(ｎ=247) 18.22 2.60 3.04
高群(ｎ=249) 16.43 2.42 2.74
低群(ｎ=224) 16.66 2.05 3.33
中群(ｎ=246) 15.15 1.90 3.03
高群(ｎ=252) 13.32 1.97 2.66
低群(ｎ=224) 13.39 1.78 3.35
中群(ｎ=248) 12.50 1.59 3.12














F (2, 644) =  16.72, p <.001, 偏ߟଶ= .05
F (2, 646) = 47.14, p <.01, 偏ߟଶ= .02
F (2, 641) = 58.80, p <.001, 偏ߟଶ= .16
F (2, 643) = 92.13, p <.001, 偏ߟଶ= .22
F (2, 645) = 52.08, p <.001, 偏ߟଶ= .14
F (2, 719) =  27.28, p <.001, 偏ߟଶ= .07
F (2, 721) = 11.65, p <.001, 偏ߟଶ= .023
F (2, 718) = 99.59, p <.001, 偏ߟଶ= .22
F (2, 719 = 171.16, p <.001,偏 ߟଶ= .32























が 5 歳児 2，3 月から 1 年生 7 月と短期間であったため，もう少し長期での「育ち・学びを支
える力」の発達的変化について検討することなどを今後の課題と受けとめている。 
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事例 1「ゆめのタウンふぞく プレオープン」（鳴門教育大学附属幼稚園 2012）


































































組 9 月からの 3 月まで接続期の前期においては，一層，そのような場で聞いたり話した
りする態度や理解や内容についての注意や指導を進めるように心掛けている。年長組 9
月の指導計画は次のとおりである。













































































Ⅰ 期（４月） わたしたち 一年生
過ごし方 一年生になった喜びや不安を感じながら、学級担任や教室などの身近な人や環境に親しみをもってかかわるようになり、少しずつ小学校での生活の仕方が分かり始める時期。
児童の姿 指導の要点と環境の構成の留意点ね ら い 指導内容
○いろいろな場所や教室の中のものに関心をもつ ○小学校での学習に期 ○文字や数字などに関心をもつ。 ○教師の言動や姿から児童は学びを深めていくため、言葉遣い。
○小学校での学習や生活に期待をもち、早く文 待をもち、文具や教 ・文字への興味・関心がわき 読んだり書いたりする や表情に気をつけて、話したり聞いたり書いたりする。、 。
具や教科書を使ってみたいと思ったり、遊具 科書を使ったり、授 ・音読を通して、文章を声に出して読む楽しさを味わう。 ・児童に目的をはっきりさせて指導する。










○年長者の学校生活 場所の使い方や挨拶など てもらいながら、い ・学校のルールやきまりを覚えていく。 個や集団に応じて丁寧に学校生活の仕方を伝えていく。（ ）
を、あこがれの気持ちで見て自分もやってみ ろいろな場所や生活 ・挨拶や返事を丁寧にしようとする。 ・挨拶や返事、片付け、着替え、トイレ、生活リズム等の生
ようとしたり、分からないことを教えてもら の仕方を知ってい ・トイレの使い方が分かる。 活する力をつけられるようにする。





○小学校の授業の進み方（発表や質問など）に ○喜んで登校し、担任 ○生活的な学びの中で、さまざまな気付きを深めたり広 ○教師はできるだけ教室で待つようにし、友達とうまくかか
関心をもったり、新しいきまりやルールがあ や友達に親しみをも げたりする。 わっていけるよう、また、生活・学習等に慣れ親しめるよ
ることを知ったりする。その中で、幼稚園の ってかかわり、不安 ・学校探検を中心に、校内にあるさまざまな物や場所、 う言葉をかけていく。
生活との違いを感じながら、分かることやで や緊張感を和らげ 学校生活を支えている人などを知る。 ○児童の人間関係や遊びなどに気をつけ、休み時間には、教
きることが増えていくことを喜び、安心して る。 ・気づいたことや分かったこと、おもしろいことを絵や 師も一緒に遊ぶ時間を作る。
楽しく過ごす。 文、言葉等で表現したり、友達と伝え合ったりして、 ・広い運動場や遊具等で思い切り遊べるよう、遊び方やルー
○幼稚園からの友達に加え 新しい友達が増え 学級・学校、友達等のことを知る。 ル等を知らせたり、一緒に遊びながら安全に安心して遊べ、 、






事例 2 1 年生「白い石で」4 月 担任 木下光二（鳴門教育大学附属幼稚園 2013）
































なる 12 月から 1 月にかけて実施したりしている。























































































































































































仮名で書くことができていた。ほかに，「自分の名前を読める（3.98 点）」，「1 から 10 ま


































鳴門教育大学附属幼稚園(2012)『研究紀要 46 集』(2013)『研究紀要 47 集』
鳴門教育大学附属幼稚園(2013)『幼児の科学的思考を支える非認知的能力の発達的様相』
  「育ち・学び 支 る力」5 因子を取り上げると，小学校調査で平均値が高かったもの 
は 好奇心」の「新しいことに興味を持 て「不思議だな」「なぜだろう」と考える（3.40 
点）」「自分でやりたいことを考え，色々と工夫して作ったり達成した する（3.32 点）」， 
「自己主張」の「友達を遊びに誘ったり，遊びに加わったりすることができる（3.29 点）」 
「友達から嫌なことをされたら，｢ いや」｢ やめて ｣ などと言える（3.29 点）」，「粘り強さ」 
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本報告書は 2 部構成となっており，第 2 部では幼児教育の質に関する研究の成果を示
している。 
 第 2 部においても，冒頭の第 1 章では国内外の幼児教育の質に関する研究のレビュー
を行い，現時点における研究動向を確認した。第 1 節が国内の研究，第 2 節が海外の研
究を対象としていることも第 1部と同様である。 
 第 2 章では，海外においても特に注目され，邦訳もされている幼児教育の質の評価指
標（評価スケール）である ECERS-3 と SSTEW に焦点を当て，その内容を紹介すると
ともに，日本の幼児教育を対象にそれらの評価スケールで評定を行った結果を示した。第
1節で ECERS-3 ，第 2節で SSTEWを取り上げている。 
 第 3 章は，ECERS-3 と SSTEW 以外の海外における幼児教育の質に関する様々な評
価指標の概説である。第 1 節では，シンガポールで用いられている SPARK と，アメリ
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 全体的傾向として，原著論文が 28 本，レビュー論文が 4 本と少なく，紀要論文が多い。
扱われたテーマは国内外の政策を扱ったものが最も多く（29 本），中でも海外政策をテーマ
112 
とするものが 23 本（うち原著 9，レビュー1，紀要 13）であった。以下 10 本以上論文が集

















































は 1 歳児保育の難しさについて，1：6 という保育士配置基準が健やかで安全な保育環境保
持の困難さや保育不全感につながっていることを示し，配置基準の改善，途中入所児への加
































 保育時間に関して，夜間保育及び 1 日 11 時間以上にわたる長時間保育については，安梅

















 保育環境から保育の質を見る ECERS（ハームスら，2016）, ITERS（ハームスら，2009）
や，子供にとっての経験から保育プロセスを見る SICS（「保育プロセスの質」研究プロジェ
クト，2010），保育者と子供の関わりから保育プロセスを見る SSTEW（シラージら，2016），
保育施設形態を選ばず多様な養育者との関わりを対象とした The Positive Caregiving 
Checklist（日本子ども学会，2009）は日本語版が発刊されている。形成的評価の側面が強




















































































 平成 29 年 3 月改訂予定の幼稚園教育要領では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
として，「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との
関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・図形，文字等への関心・



































































古賀松香（2011）1 歳児保育の難しさとは何か『保育学研究』Vol.49(3), 248-259. 
倉橋惣三（2008a）倉橋惣三文庫①『幼稚園真諦』フレーベル館 
倉橋惣三（2008b）倉橋惣三文庫③『育ての心（上）』フレーベル館 






















































OECD（2001）Starting Strong－Early Childhood Education and Care. OECD Publishing. 















































































第 1 章 先行研究のレビュー 












協会（National Association for the Education of Young Children：以降 NAEYC）の目的
は，「発達の重要な時期にある 0 歳から 8 歳までの子どもへの教育・サービスの質を高め
るために，幼児教育者が専門性を開発し向上させていく機会を提供することである」２）と
されている。NAEYC は 1992 年に全米幼児教育専門開発研究所（National Institute for 


















り，保育の質の定義についてここで抑えておきたい。例えば，2015 年発行の『Handbook of 











（第 2 部第 2 章第 1 節参照），FDCRS（Family Day Care Rating Scale）などが著明であ
る。また，相互作用評価としては CLASS（第 2 部第 3 章第 1 節参照），さらには，保育内
容領域評価として言語や数理，人間関係に関わる評価方法が開発されている。更に詳しく保
育形態の在り方，ワークフォース，保育者（養成・研修）についても評価が導入されている。 
レビューに当たり本節では，先に挙げた『Handbook of Child Psychology and 
Developmental Science（第 7 版）』第 7 巻第 6 章で紹介されている論文及び「保育の質」








にする研究は世界中で広く普及している。乳幼児の保育環境については ITERS (Burchinal, 
R., et al., 2000 等)，幼児の保育環境については ECERS (Howes et al., 2008; Montes, 
Hightower, Brugger & Moustafa, 2005; Votruba-Drzal, Coley & Chase-Lansdale, 2004 
Grammatikopoulosa, Gregoriadisb, Tsigilisb, and Zachopoulouc, 2014; Ishiminea, 






（Jackson, 2015; Moore et al., 2008; NICHD, 1999, 2002; Phillipsen et al., 1997; Rentzou 




る(Hamre & Pianta, 2004)。加えて保育者の力量，例えば，専門知識や，技術，信念に着目
した保育の質に関する研究(NICHD, 2000; Phillipsen et al., 1997; Pianta et al., 2005 等)
もある。 
保育者の養成教育の在り方や研修が保育の質の向上に寄与することを明らかにする研究
（Denny, Hallam, & Homer, 2012; Fukkink & Lont, 2007; Guo, Sawyer, Justice, & 
124 
Kaderavek, 2013; Kelemen, 2014; Ressler, Doherty, Ferguson, & Lomotey, 2015; Ritblatt, 
Garrity, Longstreth, Hokoda, & Potte, 2013 等）もある。特に，保育者の現職研修の方に
着目し，保育実践の質(Bryant et al.,2009; Pianta, Mashburn, Downer, Hamre, & Justice, 
2008)や，子供の育ちと学びの姿（Powell et al.,2010）の質に影響を与えることも指摘する
研究もある。また，特に，保育の質と管理職等のリーダーシップに着目した研究(Bloom, & 








1988; Vandell, & Corasaniti, 1988)がある。 
保育の日数ではなく 1 日に親でない人の保育を平均で何時間受けたのかが，保育時間と
問題行動の相関関係を説明するということが明らかにされている（McCartney et al., 2010）。 
乳児期の保育の在り方とその質については，例えば 2010 年以降の研究もあり（Coley, 







 例えば，集団保育の提供や質の高い保育の提供は，移民の子供や DLL の（二言語を背景
とする）子供（Gormley, 2008; Magnuson et al., 2007)にも，貧困家庭の子供にとっても




供の認知スキルの発達を促し，問題行動を抑制することが明らかにされている(Côtè et al., 
2008, 2013; Geoffroy et al., 2007; Votruba-Drzal et al., 2004)。また，幼い時期からの保育
経験やその長さよりもむしろ，家庭教育環境等背景の要素が子供の育ちと学びに大きな影
響を与えるとする研究もある（McCartney, et al., 2007; Solheim, Wichstrom, Belsky, & 
Berg-Nielsen, 2013; Zachrisson, Dearing, Lekhal, & Toppelberg, 2013）。一方で，貧困層
の幼児の場合には，保育時間が長いほど，問題行動が減少すると示唆する研究もある









子供の学力や社会的スキルが高いことが明らかにされている (Mashburn et al., 2008; 
Raver et al., 2011)。少し気になる子供については，保育者自身が関係が良好で愛着が形成
されていると考える子供の方がより社会的スキルが高く，問題行動も少ないことが指摘さ
れている (Howes & Ritchie, 1999; Howes, 2000)。保護者との愛着が不安定な乳児につい
ては，特に，保育者との質の高い相互作用の影響による愛着関係が，より子供の育ちの姿の
質を高くすることも明らかになっている（Howes, Rodning, Galluzzo,&Myers, 1988）。ま
た，保育者と子供の関係性が子供のストレス状況にも影響を与えることも指摘されている 





果は就学以降まで持続するということを示す研究もある（Peisner-Feinberg et al., 2001; 
Sylva et al., 2012）。また，保育者のきめ細やかなフィードバック等の意図的な援助や，手
順等が練られた丁寧な援助が子供の学力に影響することが指摘されている (Howes et al., 
2008; Mashburn et al., 2008)。あるテーマについての関心を子供と保育者が共有し，保育
実践において積極的に話合いを行う機会を設けるなどの工夫を保育者がした場合，子供の
学力や言語力が大幅に向上することが明らかになっている（Justice, Mashburn, Pence, & 
Wiggins, 2008; Wasik, Bond, & Hindman, 2006 等）。幼児期の保育者と子供の温かく応
答的な関わり方や，子供とのより深い対話の効果は，いずれもが，小学校以降においても持
続すると指摘されている(Dickson & Porche, 2011; Vandel et al., 2010)。ほかにも，保育者
の援助の在り方が保育の質に影響を与えるとする研究（Burchinal et al., 2009; Burchinal, 




と（Mashburn, Justice, Downer, & Pianta, 2009）や，クラスのお友達の能力が高い場合，
そのクラスのほかの子供に好影響を与えるといったことを指摘する研究もある（Henry & 






保育者が頻繁に変わると，問題行動の率が多少高まることを指摘する研究 (Loeb, Fuller, 
Kagan, & Carrol, 2004; NICHD, 1998; Youngblade, 2003, Neilsen-Hewett et al., 2014)が
126 
ある。また，同時期に幾つかの場所で様々な形態による保育を受けると，問題行動のレベル
が多少上がることも指摘されている (Morrissey, 2009，DeSchipper, Tavecchio, van 













以降の 110 本の論文のうち 49 本は制度に言及していた。特に，評価システムを導入した制
度改革については，この 20 年アメリカ等で導入された保育の質の評価と向上を図るシステ
ム（Quality Rating and Improvement Systems）の活用やその効果を表す研究（Jeon, 
Buettner, & Thornberg, 2014 等）や，オーストラリアの国の保育の質基準（National 
Quality Standard）による評価の活用やその効果を表す研究（Barber, Cohrssen, & Church, 
2014; Cartmel & Grieshaber, 2014; Fleet & Farrell, 2014; Jacson,2015; Lemon & Garvis, 













以降の 110 本の論文のうち，養成に関わるものが 10 本，研修に関わるものが 17 本，保育
者のワークフォースに関わるものが 14 本と多かったことからも伺える。特に，リーダーシ




























注 1 例えば 1977 年アメリカの保育専門組織の機関紙には「ドイツの全国教育連合
（Allgemeinen Erziehungsverein），イギリス・マンチェスター協会（English 
Manchester Association），ロンドン・フレーベル協会（London Froebel Society）の
活動と同様に，アメリカ・フレーベル協会の目的は，フレーベルの原理を間違って理解
し，またその結果劣悪化した方法を用いてしまうことを防ぐことである。」とされてい
る。"American Froebel Society." Kindergarten Messenger. Nos. 1, 2. Jan. and Feb., 
1877. Vol. 1, pp.31-32. 
注 2 なお，詳しくは，全米乳幼児協会（NAEYC）の機関誌『ヤング・チルドレン』（Young 
Children）の中表紙や目次欄に付記されている記事，及び公式ホームページ
www.naeyc.org を参照されたい。 
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る際に参考になるものとして，今回は ECERS-3 と SSTEW を取り上げて検討した。 
 
 
第 1 節 ECERS-3 の紹介と実施結果 
 
1. ECERS-3 による調査の趣旨 
ECERS とは Early Childhood Environment Rating Scale の省略形であり，アメリカで
開発された 3 歳以上の集団保育の質を測定する尺度である。1980 年の初版発行以後，1998







2. ECERS-3 について 
 
（1）ECERS の歴史と国内外における使用実績 
 初版の ECERS はアメリカのノースカロライナ大学 FPG 児童発達研究所3においてテル
マ・ハームスらによって 1980 年に開発された。その後，異なる対象年齢や異なる形態の保
育を対象とする，3 種類の尺度（ITERS4，SACERS5，FCCERS6）が開発され，現在では
これら 4 種類の尺度は「ERS®ファミリー」と呼称されている。 
 ECERS は保育の質を，子どもの発達援助に当たり安全性の確保から認知・非認知的能力
開発までの広範囲にわたる視点から測定しようとする尺度であり，NAEYC の提唱する
DAP(=Developmentally Appropriate Practice 発達にふさわしい実践)をベースとしてい






ルが高いが，いわばその簡易版として ECERS や ITERS が利用されることも多い。自治体
によってはライセンスを与える基準とするところもある。 






 中でも特筆すべきは，イギリスで 1997 年から 2003 年にかけて 3000 人の子どもを追跡




















 ECERS-3 は，形式に注目すると，6 のサブスケールに分類された 35 の項目につき，各










以下に ECERS-3 の 6 のサブスケール（S と省略）とそれぞれの項目を以下に示す（埋橋
訳 2016）； 
・S1 空間と家具：①室内空間 ②養護・遊び・学びのための空間 ③遊びと学びのための室内構成 ④
ひとりまたはふたりのための空間 ⑤子どもに関係する展示  ⑥粗大運動遊びの空間 ⑦粗大運動遊び
の設備・用具 
136 
・S2 養護：⑧食事/間食 ⑨排泄 ⑩保健衛生 ⑪安全  
・S3 言葉と文字：⑫ 語彙の拡大 ⑬言葉の使用の促進 ⑭保育者による絵本の使用 ⑮絵本に親しむ
環境 ⑯印刷（書かれた）文字に親しむ環境 
S4 活動： ⑰微細運動 ⑱造形 ⑲音楽リズム ⑳積み木 ㉑ごっこ（見立て・つもり・ふり・役割）遊   
び ㉒自然／科学 ㉓算数 ㉔日常生活の中の算数 ㉕数字の経験 ㉖多様性の受容 ㉗ICT の適切な 
使用 
S5 相互関係 ㉘粗大運動の見守り ㉙個別的な関わり ㉚保育者と子どもの相互関係 ㉛子どもどう  
しの関係 ㉜望ましい態度・習慣の育成 
S6 保育の構造 ㉝移行時間と待ち時間 ㉞自由遊び ㉟遊びと学びのためのクラス集団活動 
2）評定方式 
3 時間程度，対象となるクラスの保育を観察し，前述した 35 項目それぞれにつき，不適
切なレベルからスタートして，指標となる質問を一つ一つ「はい」又は「いいえ」のいずれ
かに判定し，手続に従って 1 点から 7 点までで評点を得る。点数の意味は「1 点＝不適切」







・協力園  国・公・私立の幼稚園又は幼保連携型認定こども園計 6 園 
・対象   5 歳児クラス，クラス規模は 27～29 人（在籍） 
・調査時期 2016 年 2 月～6 月 
・評定者  プロジェクトメンバー 










 この 6 園のデータをもって何らかの傾向があると判断するには無理があり，参考として










ない。参考としての A 市公立園では，総合的には保育所等が 4.58，幼稚園等が 3.85 と「よ
い」に達しない。 
 とはいえ 6 園の結果では園によって「活動」以外は「言葉と文字」で 5 点，「空間と家具」・
「養護」「相互関係」「保育の構造」では 6 点台の評点を得ている。A 市公立園では，どの項
目でも，園によっては 6 点台以上の評点を得ている。 
 
 
表 1 6 園の ECERS-３サブスケールごとの平均評点と範囲  
項目 空間と家具 養護 言葉と文字 活動 相互関係 保育の構造 総合 
平均 4.38 5.39 2.87 2.26 4.43 4.81 3.68 
範囲 3.29～6.71 3.33~7.00 2.00~5.00 1.44~3.11 1.2~6.6 1~6.67 2.31~5.39 
 
 
表 2 参考；A 市公立園の ECERS-R サブスケールごとの平均評点と範囲  
                ＊枠内上段が保育所（保育所 18 園，保育所型こども園 1 園） 











































































































注 1 細かなアップデートは改訂とは別に行われている。 
注 2 ECERS-Rは対象年齢が 2歳半以上であるが，ECERS-3は 3歳以上である。 
注 3 Frank Porter Graham Child Development Institute at the University of North Carolina 
注 4 Infant / Toddler Environment Rating Scale 
注 5 School-Age Care Environment Rating Scale 
注 6 Family Child Care Environment Rating Scale 
注 7 Carol Copple & Sue Bredekamp, eds.（2009）Developmentally Appropriate Practice 
in Early Childhood Programs Serving Children From Birth Through Age 8 (3rd 
ed.) 
注 8 Early Years Childhood Environment Rating Scale Curricular Extension to ECERS-R 
注 9 埋橋玲子訳，法律文化社発行。 
注 10 文献『「保育プロセスの質」評価スケール』解説「保育の質的尺度 ECERS-Rとの関 
   係および日本での『保育環境評価スケール』実践からの示唆」 





Harms, T.，Cliford,D. & Cryer,D.(2015)  Early Childhood Environment Rating Scale-
Third edition, Teachers College Press 埋橋玲子訳 法律文化社 2016年発行 
Sylva,K.,  Siraj-Blachford,I. &  Taggart,B.(2010) ECERS-E: The Early Childhood 
Environment Rating Scale Curricular Extension to ECERS-R, Trentham Books Limited 
イラム・シラージ，デニス・キングストン，エドワード・メルウィッシュ（2015）『「保育プ





第 2 章 ECERS-3 と SSTEW の試行調査とその結果 




ケール『Assessing Quality in Early Childhood Education and Care: Sustained Shared 
Thinking and Emotional Well-being(SSTEW) Scale for 2-5-year-olds provision』(Iram 























































以下では SSTEW に関連する調査について紹介しながら，どのような経緯で SSTEW の作
成に至ったのかを概観する。 
1997 年に開始された「効果的な就学前教育の実施」（Effective Provision of Pre-school 
Education: EPPE）プロジェクトでは，3 歳児のいる約 3,000 の家庭とその子どもが通う園
や学校を対象に縦断調査が行われた。EPPSE（Effective Pre-School., Primary and 








ムを念頭に開発された ECERS-E を使用して保育の質を測定したのだが，そこで good（良
い）と excellent（優れている）と評価された園について，具体的にどのような保育がなさ
れているかを分析した調査がある。「効果的な就学前教育に関する調査」（Researching 
Effective Pedagogy in the Early Years: REPEY）と呼ばれる調査である。 
 REPEY 調査では，EPPE 調査対象園のうち「効果的」（子どもたちの発達の伸びがより











と，などが整理されている（詳細は Siraj-Blatchford et al., 2002）。 




















ョンである。その具体的な姿が，SSTEW の各指標に記されている（表 1 に，SSTEW の 5
つのサブスケールと 14 の項目を示した）。なお，スケールの形式は ECERS-R を踏襲して






















表 1 SSTEW のサブスケールと項目の一覧 
5 つのサブスケール 14 の項目 
【サブスケール 1】 
信頼，自信，自立の構築 
項目 1 自己制御と社会的発達 
項目 2 子どもの選択と自立した遊びの支援 
項目 3 小グループ・個別のかかわり，保育者の位置取り 
【サブスケール 2】 
社会的，情緒的な安定・安心 





項目 5 子ども同士の会話を支えること 
項目 6 保育者が子どもの言葉を聴くこと，子どもが他者
の言葉を聴くように支えること 
項目 7 子どもの言葉の使用を保育者が支えること 
項目 8 感受性豊かな応答 
【サブスケール 4】 
学びと批判的思考を支える 










項目 14 言葉の発達に関する評価 
 
3．SSTEW を用いた園での観察評定の報告 






協力園：都内の認定こども園（A 園）と認可保育所（B 園）の 5 歳児各 1 クラス。A 園は 2
年保育の園で，担任教師 1 名，補助教員（加配）2 名。B 園は 0 歳児からの園で，担任保育
士 1 名。幼児の在籍人数は A 園 30 名，B 園 25 名。調査時期：両園とも 2016 年 6 月の午
前中 3 時間程度観察を行い，一時間ほど担任の先生にインタビューを実施。午後に評定者








な安定・安心」，3「言葉，コミュニケーションを支え，広げる」では，A 園はおおむね 4 以
上，B 園はそれより低い結果となった。なお，SSTEW 第二著者の Denise と来日時に話し
た内容によれば，評定で 7 がつくことは非常に稀で，4 や 5 がつけば十分に良い質だと言え




































注 1 Cedep2015 年度大規模調査の結果は，センターウェブサイト（http://www.cedep.p.u-
tokyo.ac.jp/about/symposiumseminar/sympo_20160917/）「全国保育・幼児教育施設大規
模調査《結果報告》」の資料参照。 
注 2 2016 年 3 月に Denise が来日した際に開催した研究会での発表内容による。 
 
引用・参考文献 
秋田喜代美・佐川早季子 (2011) 保育の質に関する縦断研究の展望, 東京大学大学院教育学
研究科紀要, (51), 217-234. 
テルマ・ハームス，デビィ・クレア，リチャード・クリフォード著 埋橋玲子訳 (2004) 保
育環境評価スケール①幼児版, 法律文化社 
テルマ・ハームス，リチャード・M.クリフォード，デビィ・クレア著 埋橋玲子訳 (2016) 




Siraj-Bratchford, I., Sylva, K., Muttock, S., Gilden, R. and Bell, D. (2002) Researching 
Effective Pedagogy in the Early Years, EdFS Research Report 356. London: DfES. 
Sylva, K., Siraj-Blatchford, I., & Taggart, B. (2003) Assessing Quality in the Early 
Years: Early Childhood Environment Rating Scale-Extension (ECERS-E) Four 
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2016 年には 15 園となっている（詳細は本章第 4 節参照）。幼児教育に注目が集まる中，シ
ンガポール幼児教育発達庁 Early Childhood Development Agency（ECDA）は 2013 年に
設置されたが，それに先立つ 2011 年に幼稚
園（4～6 歳対象，3 歳は nursery）の認証評
























まれており，SPARK のロゴと 4 枚の花弁で表されている（図 2）。子供一人一人の発達が，
幼児教育の中核であると意味している。 
保育の質評価スケール Quality Rating Scale： 
図 1 シンガポール認証評価システム 
図 2 SPARK のロゴとコアとなる価値 
保育の質評価スケール QRSは，①リーダーシップ，②計画と管理運営，③教職員のマネ
ージメント，④リソース（資源），⑤カリキュラム，⑥教育学の 6基準，20項目，168指標
から構成されている（表 1）。なお，⑦健康や衛生，安全の基準は，現在 SPARK の評価で
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認証園となるためには，6 点満点中 2 点以上の評価点が必要である。2017 年 1 月時点で
640 園が認証され，ホームページに公表されている。そのうち 72 園が質の高い園として表
彰されている（EDCA，2017）。認証園はまだ全国的には約 40％の状況であるが，2016 年
2 月には 502 園（約 30％）の認証であったことを考えると，その勢いは目を見張るものが
ある。コアとなる価値を重視したスケール作成，園長・保育者に向けた QRS の基準理解や
自己評価としての利用等の研修の持ち方など，日本における展開方法の参考になるだろう。 
 表 1 SPARK の評価基準と下位項目 
１．リーダーシップ     1.1 方略的リーダーシップ  
1.2 カリキュラムのリーダーシップ 
２．計画と管理運営     2.1 方略的計画 
       2.2 プログラムの構造と実施 
         2.3 管理運営 
３．教職員のマネージメント 3.1 研修と配置 
       3.2 専門能力開発と実績評価 
       3.3 教職員のウェルビーイング 
４．リソース（資源）    4.1 指導と学びの環境およびリソース 
       4.2 保護者との協働 
       4.3 コミュニティとの協働 
５．カリキュラム      5.1 一体化されたカリキュラムと包括的な発達 
       5.2 美的感覚と創造的表現 
       5.3 世界の発見 
       5.4 言語と読み書き能力 
       5.5 運動能力の発達  
       5.6 算数能力  
       5.7 社会情動的発達 
６．教育学         6.1 教育学の一般原則 
       6.2 子供たちの学びと発達の評価 
2．CLASS の概要とその活用 
Classroom Assessment Scoring System（クラスルーム評価システム）は，Pianta を中
心として Paro や Hamre によって開発され，2008 年に発表された。もともと 1990 年代か
らのアメリカ NICHD の縦断調査等で使用した評価スケールに基づいて作成されており，





価員の観察によって評定される。1 回につき 20 分観察と 10 分評定を最低 4 セット実施す








 表 2 CLASS の観察評価項目 










２．クラスの構成  2.1 行動の把握 








３．指導的サポート 3.1 概念の発達 
          分析と理由付け，創造，統合，現実世界との結びつけ 






CLASS の構成は，表 2 のように，①情動的サポート，②クラスの構成，③指導的サポー















図 3 CLASS の領域と次元の概要 
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 なお，CLASS の 3 領域の枠組みは，現職の専門性発達システム TTI（Teaching Through 









 （2017 年 1 月 30 日閲覧） 
Early Childhood Development Agency. (2014) “Singapore Pre-school Accreditation 
Framework (SPARK): Quality Rating Scale.”  
ECDA ホームページ． https://www.ecda.gov.sg/（2017 年 1 月 30 日閲覧） 
Harmre, B. K., Downer, J. T., Jamil, F. M., & Pianta, R. C. (2013) Enhancing Teachers' 
intentional use of effective interactions with children. In Pianta, R. C.(Ed), “Handbook 




無藤隆（2016）第 10 章 保育の質と卓越性．日本保育学会編『保育学講座 1 保育学とは：
問いと成り立ち』（pp.253-278.） 東京大学出版会. 
野口隆子（2009）クラスルーム評価システム（CLASS）の検討：日本版 SICS との比較． 
秋田喜代美『保育環境の質尺度の開発と保育研修利用に関する調査研究』（pp.129-135） 
平成 21 年度総括研究報告書 厚生労働省科学研究費補助金（政策科学総合研究事業）． 
Pianta, R. C., La Pro, K. M., & Hamre, B. K. (2008) “Classroom Assessment Scoring 
System (CLASS): Manual, Pre-K.”  Paul H. Brookes Publishing Co. 
埋橋玲子（2016）シンガポールの幼児教育・保育（1）概況と背景． 同志社女子大学学術















第 3 章 海外の指標等 
第 2 節 幼児教育の成果としての学びや発達の評価指標 
























（No child left behind.）」の下で読み書き算などの就学準備性を捉え，標準化された検査
等で測定し，補強するという学力至上主義の教育が，結果として，読解力などの学力の向













The Top）を導入した。この補助金は当初，キンダーから 12 年生（K−12）までの学校改
革を目指したが，後に 0-5 歳を対象とする「幼児期の学びへのチャレンジ（RTT-ELC: Race 




















  学びの基礎 
 










に関連している。システムの中心となるのは，DRDP である。この DRDP により，教師
は学びの主要な領域における子供の進歩を評価できる。そして，子供の進歩や課題を見い
だすことが，カリキュラムのより確かな構想や具体的な立案につながっていく。 










の写真の下に対応する DRDP の領域と項目が書かれている。DRDP の評価は，教師が，
個々の子供，子供集団のためのカリキュラムの計画に活かされ（California department of 
education, 2011），継続的なプログラムの改善を通して，カリキュラム・マネジメントを
可能にするものである。 






















 この DRDP を用いた評価は，日頃から行うが，一年に 3 回，あるいは 2 回，評価をま
とめ，報告することが補助金を得る条件となっている。カリフォルニア州教育省は，NPO
などの中間組織と連携して，ウェブサイトを利用した記録の作成方法や研修方法を開発し，
多くの実践者が利用している（California department of education, 2011）。DRシステム


























































注 1 「DR システム」とは，期待される結果（Desired Result）の評価を中心とした一連




ており，それらを総称して DR システムと呼んでいる。 
 
引用・参考文献 
秋田喜代美・佐川早季子（2011）保育の質に関する縦断研究の展望 東京大学大学院教育    
    学研究科紀要 第 51 巻 217-234. 
California Department of Education (2010) Desired result Developmental Profile. 
California Department of Education (2015) Desired result Developmental Profile. 
Gillanders, C., Iruka, I., Ritchie, S. and Cobb, C.T. (2012) Restructuring and Aligning  
    Early Education Opportunities for Cultural, Language, and Ethnic Minority  
    Children. Pianta, R.C.(ed.) Handbook of Early Childhood Education. The Guilford  
    Press, 111-136. 
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  川嘉津美 『諸外国（アメリカ，イギリス，ドイツ，スウェーデン，ニュージーラン 
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  の質保証に関する国際比較研究』，53-90. 
 






第 3 章 海外の指標等 
第 3 節 アメリカにおける保育者の専門性開発の動向 
 
1．アメリカの就学前教育 ECEC の現状と課題  
OECD（2012）は，Starting Strong III: A quality toolbox for early childhood education 
and care で保育の質を向上させる 5 つの政策手段を提言した。①質に関する目標と規則を
設定すること，②カリキュラムと基準をデザインし実施すること，③保育者の資格・研修・
労働条件を向上させること，④家族や地域社会が関与すること，⑤データ収集・研究・モ
ニタリングを推進すること，である。そして，Staring Strong IV（OECD 2016）では，















そこで，2000 年前後から全ての子供が質の高い ECEC を受けられるユニバーサル・プ
レスクールを目指す運動が全国で広がった。連邦教育省（U.S. Department of Education 
2015）によれば，1960 年には 3～4 歳児のうち 10％だけがプレスクールに通園していた
のが，1970 年にはその 2 倍の子供が民間のプレスクールに通園していた。1990 年代半ば
には，現在と同じ 70％以上の子供がプレスクールに 2 年通ってからキンダーに進むように






子供にターゲットを絞った資金や（Title I Preschool Fund 等），プレスクールを増やすた
めの資金（Preschool Development Fund 等），州で地域のニーズに応じた取組に対する競
争的資金を乳幼児教育にも投入した（Race for the top fund 等）（U.S. Department of 
Education 2016）。ECEC を個人の責任と選択で行うものと位置付けていたアメリカでは，
















National Council for Accreditation of Teacher Education (NCATE) が NPO として設立，
その後 1997 年に設立された Teacher Education Accreditation Council (TEAC)の 2 種の
認定機関が機能していたが，2013 年に合併し CAEP (Council for the accreditation of 
Educator Preparation 教育者養成認定協会)が発足した。NCATE と TEAC は 2016 年か






して勤務できる Child Development Associate 
(CDA) 資格や 2 年制の准学士，公立プレスクー
ルから小学校では，学士号以上の教員免許が必





0～8 歳の子供に関わる教員養成については，全米乳幼児教育学会  （National 
Association of Education for Young Children, NAEYC）の認証評価を受けることができ













図 1 : ECEC 職員の資格階層 
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研修を行う。過去 30 年間に 7000 の保育施設が認証評価を受けているという。セルフ・ス
タディを行い，評価に必要な資料を整理・作成し，訪問による監査を受けた後，結果報告，
必要な場合は改善報告を行い認証される。 
 NAEYC の保育プログラムの認証評価は，2016 年現在表１に示す 10 の視点で行われて
いる。 





１．関係性 指導スタッフ ６．保育者 
２．カリキュラム 連携 ７．家庭 
３．教育活動 ８．地域との関係 


















緊の課題を持っている。2013－2016 年に Race to the Top Early Learning Challenge 
Grant によって，ECEC の質指標の開発と施行，並びに専門性開発研修指標と実施を行っ















表 2 Colorado Shines QRIS 保育施設フレームワーク レベル 3～5 
  カテゴリー 合計最
高点 






1  勤務者の資格と専門研修 
a. 園長の資格, b. 保育教員の資
格, , c. 保育補助教員と補助者の
資格, d. 現在行われている専門研
修 
31 8 12 18 
2  家庭との連携 
a.  家庭の言語, b.  文化的敏感
性, c.  移行トランジション, d.  
家族の関与, e.  地域の関与 
22 10 13 20 
3  リーダーシップ，運営，経営統括 
a.  プログラム評価, b.  人事, c.  
手当,  
d.  事業経営 
26 12 18 24 
4  学びの環境 




29 8 13 22 
5  子供の保健 
a. 子供の健康増進 
14 5 7 9 
6  その他取得可能なポイント 
a. 家庭の言語, b. 追加の専門スタ
ッフ 
c. 専門的リーダーシップ , d. 
CLASS 乳児版 
12    
  最低必要なポイント数  43 63 93 































門性開発情報システム The Colorado Shines Professional Development Information 



















 2016年 9月にデンバー市内の 3園とコロラド大学デンバー校でインタビューと参与観察
による実地調査を行ったときの事例の中で特徴的なものを示す。 





































注 1 NAEYCは，ほかに，秋の全国研究大会と夏の専門研修大会，各州や地域の下部組 
  織が様々な研修を行っている。また，専門家集団の学会として，学術雑誌以外に一般・ 
  保護者・保育者向けに教育的意図を持った記事を載せた雑誌を高い頻度で出版，ウェ 
  ブ公開している。 
 
引用・参考文献 
Barnett, W. S. (2010) Universal and Targeted Approaches to Preschool Education in 
the United States, International Journal of Child Care and Education Policy, Vol 4 
(1), 1-12. 
CAEP (2016) Council for the accreditation of Educator Preparation Homepage,  
http://caepnet.org/ (2017年 1月 5日参照) 
Colorado Office of Early Childhood (2015) Colorado Shines Quality Rating & 
Improvement Systems: Point Structure Guide for Quality Levels 3-5. 
http://coloradoshines.force.com/resource/1440607605000/asset_pdfs1/asset_pdfs1/C
oloradoShinesPointsStructureGuide.pdf (2017年 1月 5日参照) 
Colorado Office of Early Childhood (2015) Colorado Shines Program Guide. 
http://coloradoshines.force.com/resource/1440607605000/asset_pdfs1/asset_pdfs1/C
oloradoShinesProgramGuide.pdf (2017年 1月 5日参照) 
NAEYC (2016) Early Childhood Higher Education Accreditation: Accreditation Policies 
and Procedures Handbook, 
http://www.naeyc.org/files/naeyc/Accreditation%20Handbook%20Revised%20Nove
mber%2017.pdf (2017年 1月 5日参照) 
NAEYC (2011) NAEYC Associate Degree Accreditation Handbook, 
http://www.naeyc.org/files/naeyc/ECADA%20Handbook.pdf, (2017年 1月 5日参照) 
U.S. Department of Education (2015) A matter of equity: Preschool in America 
https://www2.ed.gov/documents/early-learning/matter-equity-preschool-america.pdf 
(2017年 1月 5日参照) 
U.S. Department of Education Office of Elementary and Secondary Education (2016) 
163 
Non-Regulatory Guidance Early Learning in the Every Student Succeeds Act: 
Expanding Opportunities to Support our Youngest Learners, Washington, D.C. 
http://www2.ed.gov/policy/elsec/leg/essa/index.html (2017年 1月 5日参照) 
U.S. Department of Education（2016）The Integration of Early Childhood Data: State 
Profiles and A Report from the U.S. Department of Health and Human Services and 
the U.S. Department of Education 
https://www2.ed.gov/about/inits/ed/earlylearning/files/integration-of-early-childhoo
d-data.pdf (2017年 1月 5日参照)  




第 3 章 海外の指標等 












































5歳児 85％，4歳 70％，3歳児 60％）は早々と達成され，目下 2020年の目標（5歳児 95％，































                                            
   
写真 3（左）：韓国釜山市の公立幼稚園の保育環境（特別支援クラス）。 写真 4（右）：ソウル特別市内
の女子大附属オリニジップ。レッジョ・エミリアに学び，子供の育ち・学びを可視化。（一見） 
（3）台湾 
台湾でも，教育と福祉の一体的実施は 21 世紀の政策課題となり，5 歳児の教育無償化を
段階的に実施する手立てとして，「国民教育幼児クラス」をまず離島で試験運営し（2004 年），
先住民地域にそれを拡大（2005 年），更に低所得家庭の幼児に対し実施（2006 年）してき


























































































て詰め込み式早期教育からの脱却を図ろうとしている。2013 年 5 月に開設された政府教育






る。2016 年現在，MOE 幼稚園は計 15 か所にまで増えている。 
シンガポールではこのほか，保育者の研修制度を充実させ，SPARK（シンガポールの就
   
MOE 幼稚園 写真 11（左）MOE 幼稚園の室内環境。写真 12（右）探究的学習を行う子供たち(出所：MOE 







韓国教育部(2013)「幼児教育 5 か年発展計画」（和訳版） 
文部科学省初等中等教育局（2015）『平成 26 年度日韓行政官交流日本側報告書』 
中華民国教育部(2012)「幼児園幼保活動課程暫行大綱」 
洪福財（2014）「台湾における幼児教育の現状」『保育学研究』第 52 巻第 2 号 pp.150-161 
香港教育局幼稚園視學組（2012）『素質評核五年報告 2007－2012』 
香港立法會教育事務委員會（2017）「2017 年施政報告 教育局政策措置」 
澳門特別行政區広報－第一組（2015）『附件 幼兒教育基本學力要求』 
Ministry of Education, Singapore (2016) “MOE kindergarten” ‘HI-Light programme’, 及





第 4 章 幼児教育の質評価スケールの考案に向けて 





る際に参考になるものとして，今回は ECERS-3 と SSTEW を取り上げて検討した。 
 具体的には，5 歳児クラスの保育の様子を，ECERS-3（6 園），SSTEW（1 園）を用いて，
協力園で評定を行い，評定結果の現れ方や，我が国の保育に適合するか等，評価項目を検討




















1）評点 1（不適切）の項目に評定しにくさがある。また，ECERS-3 より，SSTEW の基準










































・2 のスケールが一つでも満たされていない場合は 1 点。 
・2 のスケール全てと 4 のスケールの半分未満が満たされている場合は 2 点。 
・2 のスケール全てと 4 のスケールの少なくとも半分が満たされている場合は 3 点。 
・2 と 4 のスケール全てと，6 のスケールの半分未満が満たされている場合は 4 点。 
・2 と 4 のスケール全てと，6 のスケールの少なくとも半分満たされている場合は 5 点。 
・項目内の全てのスケールが満たされている場合は 6 点。 
 
2）項目・スケールの文言の見直し（削除，追加） 















 文化多様性 diversity において，「項目 5 子供同士の会話を支えること」の「4.4 ほと
んど話さない，話すことができない子供や日本語が母国語でない子供がいる場合に，言葉で
のやりとり以外のコミュニケーション方法を用いている。」には，＜無回答可＞を付加した。 





「項目 8 感受性豊かな応答」において，SSTEW では「7.1 ほとんどの子供に，観察時
間中に 2 回以上，一対一の関わりの中でまなざしを向けている。」と示されているが，イギ
リスでの職員配置基準は 3 歳児以上で 1：8，ナーサリースクール，公立学校のレセプショ







 スケールの段階の違いとしては，「項目 6 保育者が子供の声を聞くこと，子供が他者の
言葉を聞くように支えること」において， SSTEW では「5.1 子供たちと会話するときに，
子供たちの目線の高さに合わせている。」と位置付けられており，4.1 のスケールに該当す
るが，少なくとも日本では基本レベルと見なして，2.4 の段階に移動させた。 















協力園・対象クラス  都内 K 幼稚園・5 歳児 A クラス 25 名（男児 13，女児 12）。 
出席 21 名。 
調査時期       2016 年 9 月 
評定者・訪問者    古賀松香，松嵜洋子，岩立京子，国研メンバー3 名 
観察当日の流れ 
  ＊9：00  登園後，支度をして，好きな遊び。 
  ＊9：15 頃 観察開始。 







  ＊10：45 頃 片付け。その後保育室へ集まり，リズム遊びをしながら揃うのを待つ。 
  ＊11：15 頃 ケヤキの庭へ移動し，初めてトラックでリレーをする。2 グループずつ。 
赤玉をトラックに並べる。ビブスとバトンを使う。順番は相談する。 
  ＊11：50 頃 保育室へ戻り，お弁当。（12：00～13：00 観察中断） 
  ＊13：00 保育室に集まり，実習生の「ようかいしりとり」。お気に入りで歌う。 
    絵本「むしたちのうんどうかい」読み聞かせ。「夏の思い出」のインタビューと質
174
問。カードを用いる。遊びの振り返りと予定。（その後，お帰りの支度） 
  ＊13：20 観察終了。 
  ＊15：00 担任保育者，副園長，園長，参加者とともに，実践の振り返りとスケールの
内容に関するインタビュー。 




項目 1 自己制御と社会的発達 
項目 2 子供の選択と自立した遊びの支援 
項目 3 小グループ・個別の関わり，保育者の位置取り 
【指標 2】 
社会情動的な安定・安心 





項目 5 子供同士の会話を支えること 
項目 6 保育者が子供の言葉を聴くこと，子供が他者の言葉を聴くよ
うに支えること 
項目 7 子供の言葉の使用を保育者が支えること 
項目 8 感受性豊かな応答 
【指標 4】 
学びとより深い思考を支える 
項目 9 好奇心と問題解決の支援 
項目 10 お話・本・歌・言葉遊びを通した「共に考え，深め続ける
こと」 
項目 11 調べること・探究を通した「共に考え，深め続けること」 
項目 12 概念の発達とより深い思考の支援 
 
2）結果概要 









































































・1 回のセッション：午前若しくは午後の 3～4 時間。 































 （2017 年 1 月 30 日閲覧） 
Early Childhood Development Agency. (2014) “Singapore Pre-school Accreditation 
Framework (SPARK): Quality Rating Scale.”  
Harms, T.，Cliford,D. & Cryer, D.(2015)  Early Childhood Environment Rating Scale-
Third edition. Teachers College Press. 
（テルマ･ハームス，リチャード M.クリフォード，デヴィ・クレア著 埋橋玲子訳（2016） 






Pianta, R. C., La Pro, K. M., & Hamre, B. K. (2008) “Classroom Assessment Scoring 
System (CLASS): Manual, Pre-K.”  Paul H. Brookes Publishing Co. 
Siraj, I., Kingston, D., & Melhuish, E. (2015). Assessing Quality in Early Childhood 
Education and Care: Sustained Shared Thinking and Emotional Well-being(SSTEW) 







                              （掘越紀香・河合優子） 
 
178
第 4 章 幼児教育の質評価スケールの考案に向けて 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































住 所 〒100-8951 
東京都千代田区霞が関 3丁目 2番 2号 
電 話 03-6733-6833（代） 
印 刷 株式会社 ブルーホップ 
 
  
